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日本藻類学会々則

第 l条 本会は日本藻頬学会と称する。
第 2条 本会は藻学の進歩普及を図!J，併せて会只相互の主II絡並に親健を図ること
を目的とする。
第 3条 本会は前条の口(1りを達するために次の事業を行う ，
1. 総会の開催(年11昼1)
2. ~誌頬に関する研究会，講習会，採集会等の開催
3. 定期刊行物の発千IJ
4. その他前条の目的を透するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。
第 5条 本会の苓業年度は 1月1F1に始まり，同年12月31日に終る。
第 6粂 会員lま次の3干I!iとする。
1. 普通会員(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人又は団体で，役員
会の承認するもの)。
2. 名誉会員(漢学の発達に貢献があ!J，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会
の推薦するもの)。
3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人又は団体で，
役員会の推薦するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会，t，込書を
会長に差出すものとする。
第 8条 会員は毎年会~'i:1800円(学生は半額)を前納するものとする。但し，' ~I誉
会対(次条に定める名誉会長を含む)及び特別会以は会望者を要しない。外国会員の
会授は 2100円とする。
第 9条 本会には次の役員を置く。
会長 1f，o 幹事務干名。 評議日若干名。 会音| 監事 2~o
役員の任期は2ヶ年とし重任することが出来る。似し，会長と評議J.iは引続き 3期
選出されることは出来ない。
役}.l.選出の規定は別に定める。(イ、j剣第 1:条~第4条)
本会に名誉会長を置くことが出来る。
第 10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の芯を受けて日常の
会務G::行う。会計監事{ま前年度の決t7財産の状況などを監査する。
第 11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に|掲し会長の諮問にあずかる。評議
員会I立会長が招集し，また文書をもって，これに代えることが出来る。
第 12条 本会は定期刊行物「潔忍uを年4回刊行し，会員に無料で頒布する。
(付良1])
第 1条 会長は圏内在住の全会ftの投票により，会員の互選で定める(その際評議
員会は参考のため若干名の候補荷を推薦することが出来る)。 幹事は会長が会員中
よりこれを指名委嘱する。会nl・'lli1..jJは評議員会の協議によ!J，会J.tIドから選び総会
において承認を受ける。
第 2条 評議民選出は次の二方法による。
1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区1名とし，会員数が50
名を越える地区では 50~ までごとに l~を加える。
2 総会において会長が会員1¥"より若干名を推薦する。但し，その数は全評議員
の1/3を越えることは出来ない。

地区宮'1は次の7地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，iJl梨を含む)。中部地区(三藍を含む)。
近畿地区。中国・四国地区。九州地区(沖縄を含む)。
第 3条 会長，幹事及び会計盟主IJ~は評議nを兼任する こ とは出来ない。
第 4条 会長および地区選出の評議只に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間次
点者をもって充当する。
第 5条 会員がパックナンパーを求めるときは各巻1800円，分冊の場合は各号600
円とし， 非会員の予総購読料は各号900円とする。
第 6条 本会員1]1立昭和49年9月3日より施行する。



三上:ホシガ宇クスパノリの新知見 127 

三上日出夫: ホシガタウスパノリの新知見について

Hideo MJKAMI*: New knowledge on Nitothyllum stellato-col-ticatum 

OKAMURA (Rhodophyceae， Delesseriaceae) fr0111 Japan 

岡村 1-2) は千葉県館山湾で得られた材料に基いてホシカ、タウスバノリ (NitophyllulI7

stellato-cOTI icatllllL)を新穏として記載した。その後，高嶺，山田町は本種を三重県伊勢

湾の菅島よリ得て，そのリストの中に発表した。筆者は1975年4月末，上記菅島におい

て，えび網上に付着して採集された本種の雌性体及び四分胞子体につU、て精査を行った

結果，これまでに全く確認できていなかった幾つかの新知見を得ることができたので，

次に報告したい。

外形について:本種の外形的所見については Fig.1に示したように，岡村1)の原記

載と殆んど一致している。色彩は美しい淡紅色であるが，フォノレマリン海水に浸すと，

間もなく液が赤味を帯びてくる程に速い脱色反応がみられる。

8 
'ー

Fig. 1. Nitoph:yllum stellato-corticalU1n 
A. FemaJe pJant frOl11 Suga.Shima， Mie Pref 
B. Tetrasporic plant from Suga.Shima， Mie Pref 

-札幌大学 (062札幌市豊平区西岡 243-2 ) 

Sapporo University， Nishioka， Sapporo， 062 ]apan. 

Bull. Jap. SOC. Phycol.， 23: 127-132， Dec. 1975. 
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Figs. 2-5. NitothyZZum steZZato.co吋icatum
2-5. Apices of young thallus.segments. 
1-3...segments; a...apical cell; in...intercalary cell. 

」一ー一ー--J
JO fm 

生長点について Figs.2-5は本種の発芽初期における生長点を示す。即ち明らか

に横に関節する頂細胞 (a)が見られ.第1位の細胞列に介生分裂 (in)が認められる。

プロカJレプについて Figs.6-1Oは本穫のプロカJレプ発生経過を示したものであ

る。即ち本種ではプロカルプ発生に当って， 1コの fertile中執細胞 (cc)より 2コずつ

の周心細胞が体の片側又は両側に生ずる (Fig.6)0 2コのの周心細胞は体の縦軸に対し

て右左に並んで生じ，そのうちの一方は sterileの周心細胞 (co)即ち蓋細胞 (Cover

cell = Deckzelle)として存在し，そのものからは将来プロカルプを生ずることは無い。
それに対して他方のものは fertileの周心細胞(pc)となり，プロカルプを産み出す能力

をもっている。 Fig.7では蓋細胞 (co)は2コに分裂したことを示す。 Fig.8では蓋細

胞 (co)は2コに分裂したままであるのに対し，支持細胞 (sc)の表側に中性細胞 (stc)

が生ずる一方，カJレポゴン枝が生じたことを示している。 Fig.9の例では，釜細胞(co)

は3コに分裂，中性細胞も 3コとなり，以上両者の中間に位置して4コ細胞よりなる 1

組のカIレポゴン校が生じている。更に Fig.lOにおいては殆んど完成に近づいたとみら

れるフ。ロカルプの 1例を示したものである。即ち，釜細胞 (co)は既に6コにまで分割

しており，中性細胞は5コに分れ，それに支持細胞 (sc)，及び4::1細胞よりなるカノレポ

ゴン枝を加えると全体では16コの細胞集団となっている。一般に本種における蓋細胞は

5ー7コ，中性細胞は4-6コに分割する。ただし中性細胞は常に 1組しか存在してい

ない。
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三上:ホシガタウスパノリの新知見

Figs. 6-11. Nitophyllum stellato-co吋icatum
6-10. Stages in development of proc町ps.

11. Transverse section of a cystocarp. 

I..--!!ー」
100 pm 

129 

ca..・carpospor回 gium;cb.. Cb2. Cb3...first. second. and third cells of carpogoial branch. respec. 

tively; cbi...initial cell of carpogonial branch; cc...central cell; co...cover cell (Deckzelle); 

cp・..carpogoniu皿;fu…fusion cell; gon...goni皿oblast;pc・..ferti!epericentral cell; sc・..suppo口-
ing cell; stc...sterile cells. 

褒果について Fig.11はほぼ完熟したとみられる磁果の縦断面を示す。コノハノリ

亜科 (Delesserioideae)に普通にみられる如き特別な糸組織の存在は勿論認められな

い。果胞子 (ca)は各ゴニモプラスト (gon)の先端にそれぞれ1コずつ生ずる。

四分胞子重量について Fig.12は体の表面観察による四分胞子褒原基の発生を示す。

即ち，本種では，四分胞子褒となる細胞は体細胞より直接的に形成され，従って周囲の

各細胞との連絡点を認めることができる。 Fig.13はほぼ完熟したとみられる四分胞子

褒の表面観を示す。なお本種の四分胞子褒斑は体表上に径1.0ー2.0mm.程の楕円形集団
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130 藻類第23巻第4号昭和田年12月

3・pm
Figs. 12-13. Ni.坤 hyllumstellato-c.附加tum

-60 t'm 
12. Early development of sporangia in surface.view. 
13. Tet四sporangiain surface.view. 
r...rudiment of sporangia; t...tetrasporangium. 

をなして多数生ずる。

考 察

先ず岡村1-2)が本種を Nitophyllumにあてたことは極めて妥当であったと言える。

即ちそれは，今回の観察によって本種のプロカルプでは 1コの中軸細胞より 2コずつの

周心細胞を生ずるという事実を確認できたことにより明白である。さて一方， KYLIN'-

η によれば Nitophyllumの仲間には，プロカルフ。構造上次の2つのパターンが存在す

るとしている。即ち，

(1) 2コの周心細胞は体の縦軸に対して右左に並んで生じ，中性細胞群は 1組のみ…

これまでに次の 1種だけが確認されているにすぎない。

Nitophyllum pu混ctatum'-S)(Niω'phyllum属のタイプ種)

(2) 2コの周心細胞は体の縦軸に対して上下に位置して生じ，中性細胞群は2組…・

少くとも次の5種がこれまでに確認されている。

N. bonnemaisonis-回，N.押urabileS-7)，N. versicolo同 ，N. cottii8) 及び N.

ye:wensis9) 

ところでホシガタウスパノリ (N. stellato・corticatum OKAMURA) のプロカルフ。

構造は，筆者の観察による限Dまさしく前者 (1)のパターンに属している。即ち， 2 

コの周心細胞 ωc) は体の縦軸に対して明かに右と左lζ位置して生じ，加えて中性細

胞群は1組だけしか存在していない。更に本種の四分胞子褒原基の発生をみると，他の

関係諸属における如き特別な枝としてのみ形成されることな<，体の細胞よ P直接変成

-4-



三上:ホシガタウスパノリの新知見 131 

され，そのため周囲の各細胞と互に連絡点を認めることができる (Fig.12)。従ってこ

れまで N伯仲'yllU1nの第(1)パターンに属する種類としては，ヨーロッパ産の N.

p閥 C削 um(タイプ種)ただ1種のみしか知られていなかったが，このたび全く同ーパタ

ーンに属する2番手の種類としてのホシガタウスパノリ (N.stellato-corticatum OKA-

MURA)が確認されたことになる。

さて，本種(ホシガタウスパノリ)の生長点については，先に述べたように明かに績

に関節する頂細胞 (a)が認められる (Figs.2-5)。ただし，この性質はごく若い状態に

ある生長点においてのみ確認できるものであって，幼体の大きさが数 mm程度に達す

ると，もはやそれは極めて不明確となり，体はもっぱら縁辺生長のみによっての肥大生

長に置き換えられてしまう。タイプ種であるヨーロyパ産の N.puncωumについて

も，既にNIENBURG10)によって同様のことが指摘されている。そこで例えばKylin叫が

示している Fig.54 (a-b)の如きも N.punctatumのごく若い生長点を示したもので

は無い。吉田忠生博士によるフランス (Brest産)からの採集品に基く N.punc.ωωn 

(STACKHOUSE) GREVILLEと本種(ホシガタウスパノリ)とを比較してみると次の諸点

で互に区別される。

(1) 前者では体の縁辺が著しく crispateしており，外形は頗る変化に富んでいる。

(2) 前者における四分胞子褒誕は後者のものに比べ一段と大型である (2.0-4.0mm)。

(3) 後者の体表上には円形の小穴が目立って観察される。

(4) 後者の体組織にはl層の部分に混って2層の部分が散在してみられる。及び，

(5) 前者の蓋細胞は2-3コ，稀に4コ，中性細胞は普通4コ(KYLlN4))に分割する

のに対し後者の蓋細胞では5ー7:Z，中性細胞は4-6コとなり一段と分割度が

高い傾向をもつなどである。

終Pにヨーロッパ産の貴重な標本について閲覧を許された吉田忠生博士に謝意を表す

る。

Summary 

The apical segmentation and the reproductive organs in Nitophyllum stellato-

εorticatum OKAMURA were observed on the basis of specimens from Suga-Shima， 

Mie Prefecture. 

1) 1n the young apex， both the lateral1y jointed apical cel1s and the inter-

<:alary cel1s are presen t. 

2) The procarp development is most closely related to N. pZi1Ictatuln， the 

type species: a fertile central cell cuts off two pericentral cells (to one or bcth 

surfaces of the blade)， and they lie to the right and to the left， i.e.， along an 

axis perpendicular to the longitudinal axis of the thal1us. 

- 5ー



132 緩類第23巻第4号昭和50年 12月

3) The procarps consist of a four.celled carpogonial branch and one group 

of sterile cells. 

4) The carposporangia are bome terminally on the gonimoblast branches. 

5) The tetrasporangia are borne in elliptical sori (1.0-2.0 mm) over the 

entire blade surface. 

6) The tetrasporangial primordium arises directly from a surface cell. 
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熊谷:サナダグサの四分胞子形成

熊谷信孝ネ: アミジグサ自の形態発生

豆サナダゲサの四分胞子形成

Nobutaka KUMAGAE*: Morphogenesis in Dictyotales 

X Tetraspore formation of Pachydictyon coriaceum 

133 

アミジグサ科植物のうちで，すでに胞子形成の過程が形態学的に明らかにされたもの

にアミジグサ Dictyotadichotoma (HUDS.) LAMOUR.1)幻町的エゾヤハズDictyopteris

di'l:aricata (OKAM・)OKAMURA5lへラヤハズ Dictyopterisprolifera (OKAM.) OKA-

MURA6l オキナウチワ Padinajaponica YAMADAO Padina pavonia (L.) GAILL.7l 

ZOllaria farlowii SETCH. & GARDN.8lなどがあるが，サナダグサ属Pachydictyonに

ついては報告がない。今回サナダグサ P.cori・'aceum(HOLM.) OKAMURAを観察したと

ころ，四分胞子形成の際に減数分裂が行なわれ，染色体数は半数で約32であることが明

らかになったので報告する。

材料と方法

1965年7月に鎌倉市で，また1972年8月に北九州市岩屋で採集し，フォルマロン酢酸

液 (95%エタノ-Jレ10，氷酢酸1，40%フォルマリン2，蒸溜水7の割合に混合)で固

定した。バラフィン切片法で10μmの切片としたのち，ハイデンハイン氏鉄明饗へマト

キシリンで染色した。

観察

1.四分胞子漢の形成

四分胞子漢は初め葉状体の上部に 1-3個が生じ，後に数を増し四分胞子褒群は長径

1-2mmの長だ円形となる。胞子褒はまた連なって形成され，胞子褒群は全体として

線状になることもある。

業状体は小さな表層細胞と中層細胞，それと大きな内層の細胞の三層からなる。四分

胞子衰の形成に際してはまず表層細胞が藻体の表面と平行する分裂を 1回行い， 2個の

細胞となる。これらのうち内側に切P出された細胞は柄細胞となり，外側の細胞が四分

胞子母細胞となる。この際の核分裂は細胞の中央よPやや下方で行なわれる (Plate1， 

Fig. 1)。

*福岡県立田川高等学校 (822-14徳岡県田川郡香春町中津原).

Takawa High School. Kawaru-u国chi.Takawa-gun. Fukuoka-ken，且22-14Japan_ 

Bull. Jap. SOC. Phycol.， 23: 133-138， Dec. 1975: 
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134 E菜類第 23巻第4号昭和50年 12月

2.成熟分裂

アミジグサペエソ守ヤハズベへラヤハズへオキナウチワ。などは，四分胞子母細胞

が生れると核は急速に生長してシナプシス期(synapsis)を迎えたが，サナダグサではま

だ核が極めて小さい状態でもこのH奇期を見る。染色糸のJレープの形成も上述の各植物の

ように，核膜に沿って密に集まることなく ，比較的まばらで，不明瞭である (Plate1， 

Fig.2)。太糸期 (pachytenestage)をすぎてから染色糸の染色性が弱くな!J，核肢には

仁を除いては何も見られないH寺期がある。その後，染色糸は再び))巴厚して現われ，短絡

を続ける。ディアキネシス期 (diakines同には二価染色体が交差した 0，X， Y なt
の特有の形が認められる (Fig.A; Plate 1， Fig. 3)。デ、イアキネシスWJの初期に分裂の

極が明らかになった。両極は初め核j陸に深く 陥没して現われ，そこから紡錘体と星状体

が発達する (Plate1， Fig. 4)。仁はこれまで観察されたアミジグサ科植物4)5) 6)では空

胞ができ，次第に染色力が弱まって消失したが，本植物では空))包化も退色化も伴なわな

いまま小さく変形していく。 仁は多くの場合，染色体が赤道面に移動を終える頃まで紡

錘体の外{員1)に存在した。その後，染色体は非常に収縮し，小粒となって赤道面の中央部

に密に並ぶが，ディアキネ、ンス期から中期までの問に数えるととの出来た二価染色体は

約32個である。 (Fig.B; Plate 1， Fig. 6)。紡錘糸は染色体の集った範囲で最も多く ，

その外側ではあまり発達しない。そして紡錘糸の存在しない核l庄の外側部分では比較的

染色性の強い頼粒が多数散在する。陥没した極に中心体の見られるものがあるが，中心

球までは認められなかった。また 中WJまでは星糸の広がりは狭く ，かつ不明瞭である

(Plate 1， Figs. 5， 6)。核11莫は中期になって消失するが，その消失前の核は分裂過程中最

大である。後期になって極には中心球と中心粒， 星.糸などが明l僚になる。この植物は染

Fig. A. Diakinesis. Chromosomes are dispersed in the nuclear cavity. 

Fig. B. Chromosomes at metaphase 01 the品Tstmeiotic division. 

F】g.C. Telophase. Nuc1ear membrane is formed and chromosomes are τoped together. 

- 8ー



熊谷:サナダグサの四分胞子形成 135 

色体群が極に移動している聞に，両極聞の距離が急に開くという特徴をもっ。染色体が

極に到達すると，それらを小さく包むように核膜が形成されるが，染色体は数珠状に互

に連らなったように見える (Fig.C; Plate 1， Fig. 8)。その後，核は生長して第一分裂

のシナプシス期とほぼ同lニ大きさに遼し，仁も現われる。仁は初め非常に小さいが，次

第に生長する。中には仁を二個有するものがある (Plate11， Figs. 9， 10)。

第一分裂が終っても細胞質の分裂は行なわれず，直ちに第二分裂に入る。第二分裂は

第一分裂とは逆に葉状体に平行に行なわれる。第一分裂の後，星状体は消失するが中心

体はそのまま残っており，やがて分裂し，核膜に沿って移動を始める。移動しながら紡

錘糸を形成する。染色体は非常に小さな粒になってーケ所に集まっているが，次第に核

腔全体に分散する (Plate11， Figs. 9， 10)。第二分裂では極の陥没は全く見られない。

やがて染色体は赤道函に移動し (Plate11， Fig. 11)，分裂して極に向うが，核膜は第一

分裂同様，中期まで存在した (Plate11， Fig. 12)。また，染色体がそれぞれの極に移動

中，両極聞の距離が伸び，中期まで直線であった分裂の軸が「く」の字に曲がる現象が

見られた。核分裂が終ると細胞質分裂が行なわれ，四分胞子が完成する。第一分裂でで

きた二つの嬢核は全く同じ速さで第二分裂を経過する。

考 察

アミジグサ科植物の染色体については，それぞれ半数で，アミジグサ Dictyotadi-

chotoma1) 2) 8) ，)とエゾヤハズ Dictyopterisdi叩 ricata5)9)で 16と32，へラヤハズ

Dictyopteris prolifera8)で約 32，Paduza pavoni・'a1)で 16，オキナウチワ Padina

japonica4)で32，Zonaria farlowii8)で12という報告がある。初めの二種については倍

数関係が考えられ，その他の種についても Z.farlowiiを除き， 16かその倍数，または

それに非常に近い数になっており，今回観察したサナダグサ Pachydictyoncoriaceum 

の約32もこの範障害に属するものである。

シナプシス期がまだ核の小さなうちに見られることや，後期に両極聞の距離が急に伸

びる現象などはアミジグサ D.dichf，Jtoma"，エゾヤハズ D.divaricata日，へラヤハズ

D. prolifera'ベオキナウチワ P.japonica叫などには見られなかった現象で，この援物

の分裂時における特徴のーっと恩われる。また第一分裂のディアキネンス期に，分裂の

極が一時，核腔に陥没する現象はウミウチワ属Padinaでは知られないが，アミジグサ

属 Dictyota')，やヤハズグサ属 Dictyopteris5)6)などで見られ，アミジグサ科植物の特

徴になっているようである。

稿を終えるにあた!J，御校閲を賜った猪野俊平岡山大学名誉教授に感謝致します。

Summary 

The formation of tetrasporangium of Pachydictyon coriaceum (HOLM.) OK.-¥-
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MURA was observed. The tetraspore mother cell was formed after the surface cell of 

the thallus underwent division to form a stalk cell. The synapsis stage and the 

diakinesis stage were observed during the I1rst nuclear division of the tetraspore 

mother celJ and about 32 bivalent chromosomes were counted. The poles of 

spindle at the early diakinesis were sunk in the nuclear cavity but these were 

distantly situated from each other at the telophase. The nucleolus and the 

nuclear membrane were not clearly observed at metaphase， but centrioles with a 

centrosphere were clearly seen at the telophase. 

引用文献

1) MOTTIER， D. M. (1900) Nuclear and cell division in Dictyota dichotoma. Ann. 

Bot. 14: 163-192. 

2) WILLIAMS， J. L. (1904) Studies in the Dictyotaceae. I. The cytology of the 

tetrasporangium and the germinating tetraspore. Ann. Bot. 18: 141-160. 

3め) YABU仏Jら， H. (ο19白58め)On the nuclear division in総et甘ra凶生勾porangi泊a0“f Dictり~yop.う'teの7"1
divaω，'icat，ω'a (OKAM.) OKAM. and Dictyota dichotoma LAMOUR. Bull. Fac. Fish.， 
Hokkaido Univ. 8: 290-296. 

4) KUMAGAE， N. & INoH， S. (1960) Morphogenesis in Dictyotales. II. On the 

meiosis of tetraspore mother ceJl in Dictyota dichotoma (HUDS.) LAMOUR. and 

Padina japonica YAMADA. La Kromosomo 46-47: 1521-1530. 

5) KUMAGAE， N. & INoH， S. (1966) Morphogenesis in Diotyotales. V. Meiosis 

of tetraspore mother cell in Dictyopteris divari・cata(OKAM.) OKAM. Bull. Jap. 

Soc. Phycol. 14: 1-8 

6) KUMAGAE， N. (1970) Morphogenesis in Dictyotales. VIII. Tetraspore forma-

tion of Dictyopteris prolifera (OKAM.) OKAM. Bull. Jap. Soc. Phycol. 18: 

日ー59.

7) CARTER， P.羽T.(1927) The life history of Paclilla pavonia. I. The structu，re 

and cytology of the tetrasporangial plant. Ann. Bot. 41: 139-159. 

8) HAUPT， A. W. (1932) Structure and development of ZOlla7匂 farlowii.Amer. 

Journ. Bot. 19: 239-254. 

9) INoH， S. (1936) On tetraspore formation and its germination in Dictyopt引力

divaricata OKAM.， with special reference to the mode of rhizoid formation. 

Sci. Pap. Inst. Algol. Res.， Fac. Sci.， Hokkaido Imp. Univ. 1: 213-219. 
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Fig. L Tetraspore mother cell is formed by division of the surface cell. Figs. 2. 9 Firs~ meiotic division 
of the tetraspore rnother cel1. Fig. 2. Synapsis st.ge. Fig. 3. Diakinesis. X.， V-， Y-shaped bivalent chro-
mosomes are dispersed in the nuclear cavity. Fig. 4. Late diakinesis. Chromosomes move to the center 
of the nuclear cavity. Fig.5. Side view of the metaphase. Chromosomes are contracted extremely. 
Aster hardly develops. Fig. 6. Polar view of the metaphase. About 32 bivalent chromosomes are 
counted. Nuclear memhrane is obscure. Fig. 7. Anaphase. Fig. 8. Telophase. Aster develops and 
centrioles鴨川ha centrosphere is observecl. Chromosomes are linked together. Figs. 1-8. x 1150 
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Plate II 

Fig. 9. Contracted chromosomes gather to the side 01 thep ole in the自rstdivision. Sometimes tWQ 

nucleolus are formed. F】gs.10-15. Second meiotic division 01 the tetraspore mother cell. Fig. 10. 

Prophase. Nucleolus grows and aster develol=s. Chromosomes are dispersed in the nucIear cavity. 
Fig. 11. Late prophase. Fig. 12. Metaphase. Nuclear membrane is obscure. Fig. 13. Anaphase. 

Fig. 14. Telophase. The axis 01 the spindle bends and the poles are dis拍 ntfrom each other. 

Fig. 15. Mature tetrasporangium. Fig.9-14. x1150 Fig. 15. X445 
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中沢信午本: ハネモの再生極性特

Singo NAKAZAWA*: Regeneration polarity in Bヮ・opsis料

ハネモ Bryopsisのタルスを切ると再生がおこる事実は古くから知られていた日。近

年になってさらに，その原形質の 1滴からも正常の形態形成ができることが報告されて

いる目。 またそのタノレスは明暗勾配におかれると明るい側に面して，仮根は暗い倶!Jに面

して分化しへ IAAの濃度勾配のなかでは濃度の高い方向に仮根を生ずることが知ら

れているへ このように自身の中に内在しながらも，外囲条件によって変わるハネモの

極性は，体のどの部分にもとづくものであろうか， というのがこの研究のねらいであ

Q 。

材料と方法

東北大学の和田俊司博士が松島湾で採集し，培養したハネモ BryopsisplωlIosaを，

山形大学の著者の実験室へ分譲を受け，研究材料とした。この材料を市販の人工海水

“ジャマリン"中にストック培養し 1次元的に生長した枝約 5cmを必要に応じて切

りとり，これを 1日おなじ人工海水中において傷口を安定させ，次にそれを NOVAK& 

BENTRUPI)がヒパマタの卵の極性の実験に使用した人工海水中に移して 1昼夜放置し，

径6cmのペトリざらにおなじ NOVAK& BENTRUP海水とともに入れて横たえ，先き

の太いガラス針でタルスの一部分を圧殺すると，その部分の原形質は外へ流出し，そこ

だけ原形質のないギャッフ。ができる。この方法で5mm間隔に圧殺すると図 1Aのよう

に 5mm長さの原形質がギャップで連結された列車のようにならんだ状態となる。ギ

ャッフ。と接十る原形質の傷面は，当初は不規則な形をしているが， 24時間後には凸レン

ズ形に張り出してくる。こうして約5cmの長い細胞壁のさやの中に， 5mm長さの原形

質片がHUにならんでいる。これを20'CのコイトトロンEI型恒温室におき，白色蟹光

灯により白色光20001uxが直上から均一に照射する条件におく。明暗交代のない連続照

明。原形質の圧殺は 5mm，3mm， 2mmなど長さを変えた場合についても行なわれた。

また原形質内容をある方向に配置転換した時に，その影響を受けて再生の軸が変わるか

否かは，極性のメカニズムを考える上で重要である。この目的のために，上の方法で圧

殺した材料を24時開放置して傷面が安定してから， 10本ずつ束にして塩化ビニール・シ

ートで巻いて曲がらないように保ち，遠心管に入れ 5分間 35000gで遠心力をかけ，

$山形大学理学郎生物学教室 (990山形市小白川町1-4-12).
H 女郎省科学研究費(総合A • No. 934051)による分担研究のー郎.
Department of Biology， Yamagata University， Koshirakawa， Yamagata， 990 Japan. 

Bull. Jap. Soc. Phycol.， 23: 139-143， Dec. 1975. 
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図1.A. 5mm間隔匡殺Lたハネモをベトリざらに培養する図解

B.そのタルス再生智:期

C.2mm間隔圧殺おにける原形質の分離
D.そのタルス再生初期

原形質内容の偏りを確認してから，ベトリざらに横たえて培養した。遠心器はマルサン

卓上水冷式を用いた。

追試実験として，のちに自然海水を用いて同様の実験がなされ，極性については海水

の場合と同ーの結果が得られた。

結 果

1.圧殺24日寺間後には原形質片の傷面に細胞壁が新生した。 5mm長さの原形質片は

実験個体110個のうち4創寺間後に94%以上の高率でその本来の頂端付近から，あらたに

タルスを再生し， 72時間後には本来の基端付近に 1-2本の仮根を形成した(表1)。こ

の有極的分化率は87%であった。仮根とタルスとの区別は，タJレスが太くてプラスチッ

表1.細胞壁に付着した長さ 5mmの原形質片110個について

タルスおよび仮根再生の位置関係

再生位置 タノレス再生個体数 仮根再生個体数

頂 端 104 O 

基 端 1 96 

そ の 他 O 。
不 明 5 14 

計 110 110 
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ドに富むに対して，仮根はずっと細く，プラスチッドに乏しい点に特色がある。

2.圧殺間隔が小さく，原形質片の長さが2mmになると，原形質は本来の細胞壁か

ら完全に分離し，結果として本来の細胞壁のさやに包まれて球形のフ・ロトプラストが1

列にならんだ状態となる(図1C)。 これをさきと同様の方法で培養すると，各プロト

プラストは球形のままで表面に細胞墜を新生し， 48時間後にはおのおの 1-2個のタル

スを出芽しはじめる。しかしその出芽の位置は不定で，本来の極性軸と何ら関係がない

(図1D)。圧殺間隔が2.5-3.0mmの場合は，原形質は時には全部細胞壁から分離し，

あるいは一部分だけ分離する。この状態で培養をつづけると，完全に原形質が分離した

ものでは上とおなじく再生方向が不定であった。しかし一部分だけ分離した場合には再

生タルスは本来の頂端部に生ずる傾向を示した。

5mm以上の間隔で圧殺した場合でも，原形質の傷面は自身の表面張力によって凸レ

ンズ形に丸くなるので，それにともなって傷面部域からやや奥まで原形質は壁から離れ

る。しかしその深さは0.5mm程度であるから，より深部は壁に付着したままである。

圧殺が2mm間隔になると，原形質の両端の傷面から 1mm深く入った部分さえも，傷

面の表面張力に耐え切れずに分離し，全体が球形またはやや長い球形になるのである。

3.遠心力をかけた原形質片は，遠心力が頂部，基部，側部のうちの，どの方向にか

かっても，すべて遠心端にプラスチッドと核とが集まった。この層状化は約6時間後に

分散して当初の状態に復帰するが，なかには層状化が完全には分散せずに残っている場

合も見られた。遠心後24時間たって観察した結果，遠心力がどの方向にかかっても，再

生の極性は正常にあらわれ，乱れることはなかった(表2)。 すなわちタルスの出芽は

本来の頂端付近に生じた。

NOVAK & BENTRUPの海水は成分が単純で，実験には便利であるが，ハネモの生長
には好適ではないので，自然海水を用いて追試実験が行なわれた。その結果は，再生の

表2.遠心した長さ 5mm原形質片のタルスおよび仮根再生の位置

( )内は実験個体数

頂方遠心(回) 基方遠心(却) 側方遠心 (56)

再生位置
タJレス 再仮 根生 I 再タ1レ生ス 仮再 根生 タノレス

仮再 生根両生 再生

頂 端 62 。 77 。 50 。
基 立精 O 57 O 79 O 48 

その他 。 。 O O O O 

不 明 21 26 3 1 6 8 

計 83 83 80 80 56 56 
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極性に関するかぎり， NOVAK & BENTRUPの海水の場合と同一であった。ただし自然
海水の場合は再生がより完全で，タルスの羽状化まで進行することができた。 NOVAK

& BENTRUP海水では，のちに奇型が生じやすい。しかし極性の問題とはここでは直接

には関係ないことである。

考察

ハネモは多核の巨大細胞であるから，圧殺されて残った原形質片中には1個以上の核

を含み，また多くのプラスチ~~も含んでいる。したがって，これが再生によって形態

形成をはじめるのは Tatewakiら的の実験から考察しても当然である。光が一方から不

均一に照射した場合には，ハネモのタJレスは光源の方向に伸長し，また再生タJレスもそ

の方向に生ずるが，全体に均一に光があたった場合は自身の極性にしたがって先端生長

をつづける。この極性は，タJレスを切り ~Jみ，あるいは間隔圧殺しても，原形質が細胞

壁に付着しているかぎり，本来の頂端方向へ伸長またはタルスが再生する傾向が失われ

ない。 しかし， ひとたび原形質が細胞壁から分離すると， もはやその本来の極性を失

い，再生の方向が乱れる。したがってハネモの極性を保持するものは，原形質の表面が

細胞壁と密着している状態tとあると考えられる。そして，その密着が原形質に対して細

胞壁の本来の生長方向がどちらであったかによって再生の方向が決まっているのだか

ら，限定要因は本来の細胞壁の伸長方向，つまり極性の“向き"は細R位愛tとある。との
ことは遠心カによって内容を動かしても，それが極性の向きに影響しないという実験に

よって，より一層確実であると考えられる。

STEINECKE5)が報告した B.distichaではタルスの再生が切片の両末端からはじまる

点で本実験のハネモと異なる。しかし BURRらZ)8)が報告した B.hypnoidesでは本実

験とおなじく頂端からタルスの再生がおこっている。

Summary 

About 5 cm long thallus of Bryopsis plumosa growing one.dim朗 sionallywas 

killed by pressing with a blunt glass needle at 5 mm to 2 mm intervals. In the 

killed part， the protoplasm was lost by injuring of ceII waII. Thus were obtained 

a train of protoplasmic fragments arranged in a line connected with transparent 

cell waII. These were cultured in petri dishes with arti畳cialsea water kept 

horizontaIIy under constant illumination of 2OO01ux white light shining uniformly 

from above. New thallus was formed almost always at the originally apical end 

of each fragment so far as the fragment was longer than 5 mm， e玄hibitinga 

definite polarity. The polarity was not disturbed by stratincation of the intra. 

ceIIular materials induced by centrifuging. However， the polarity was lost if the 
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fragment was 2 mm in length in which case the protoplasm was completely 

separated from the original cell wall. 
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渡辺恒雄*・近藤矩朗料: 紅藻及び褐藻からオーキシン誘導黄

化ヤエナリ下座軸切片のヱチレン生合成を阻害する物質の単離

Tsuneo WATANABE* and Noriaki KONDO紳 Isolationof the inhibitors 

of ethylene biosynthesis in auxin.induced etiolated mungbean 

hypocotyl sections from red and brown algae. 

エチレンの作用の多様性やエチレン生合成の生理的意義は，多くの研究1)-6) から明

らかにされているが，エチレン生合成系が緑，褐，紅藻に存在するか否かは明らかで

ない。近年植物のエチレン生合成を臨書する物質の存在が明らかにされ，限害物質と

して蛋白質2)8)的，ベンヂィ1レイソチオシアン酸10)，Rhizobitoxinll)等が報告されてい

る。海藻におけるエチレン生合成系の存在の検討をしている過程で，限害物質を分隊す

ることに重要な意義があること考え，阻害物質の検索を試みた。緑，褐，紅藻にオーキ

シン誘導黄化ヤエナリの下座軸切片のエチレン生合成を阻害する蛋白質が存在すること

を見出したことは.すでに発表した。今回は.紅藻と褐藻の抽出液を硫安分画，グノレi慮

過，限外滋過，イオン交換，脱塩を行って部分精製して標品を得たので，そのグJレ鴻過

バターンの比較及びイオン交換で得られた分画のリンゴのエチレン生合成に及ぼす影響

について実験した結果を報告する。

材料と方法

藻体は，伊豆半島白浜，下回鍋田湾で1974年2月， 1975年2.3， 5， 6月に採集し

た。採集後直ちに大量の海水で洗い，不純物を除去し，水洗しー80.Cのデ、イープフリ

ーザーに保存してから実験に供した。用いた材料は下記の通Pである。

褐藻

アラメ Eiseniabicyclis (KJELLMAN) SETCHELL 

コモングサ Spatoglossum pacがcumYENDO 

紅 藻

アツノ守ノリ Sarcodia ceylanica HARVEY 

ヒラキントキ Prionitispatens OKAMURA 

*帝人味式会社生物医学研究所生化学研究室(191 東京都日野市旭~l丘 4-3ー 2)
Laboratory of Biochemis廿y，Teijin Institute for Biomedical Research， Teijin Limited， Hino， 
Tokyo， 191 Japan. 
埠$国立公害研究所 (300茨城県筑波郡谷田郎町館野)

Division of Environmental Biology， The National Institute for Environmental Studies， Yatabe， 
lbaraki-ken，筑加 Japan_ 

Bull. Jap. SOC. Phycol.， 23: 144-149， Dec. 1975. 
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タンパノリ Pachymeniopsis' elliptica (HOLMES) YAMADA 

イジマツ Coeloseira μc~向 DAWSON

来E寵，褐藻からの蛋自分画の摘出，精製法は前報幻に従って行った。すなわち40%飽和

硫安分函，グJレ潟過，限外漉過.DEAEーセルロースクロマトグラフィーで行なった。

エチレンの定量は，黄化ヤエナリの下座軸切片(1.5X6.0 mm)及びリンゴのディスク

(7x3mm)に 0.5mMの 1AA. (3-indoleacetic acid)を与えて，エチレン生合成

系を誘導し，生成されたエチレンの量は酒井，今関4)の方法に従って，目立ガスクロマ

トグラフ 063型を用いて定量測定した。リンゴのエチレン生合成系はリンゴのディスク

12個を用いて，エチレン量を測定した。 IAAを分解するとされているペルオキシダー

ゼ (E.C. 1， 11， 1， 17)活性は，基本的には CHANCEとMAEHLYの方法に従い測定し

た。反応組成は精製したサンプル5μlとO.OlMYン酸緩衝液， pH7.0，3∞μlと
Donorとしての 20mMグアヤコール 10111の基質としての 1oomMHzOz(メルク製)

10μlとであって，これらを 250Cで反応させ， 470nmで測定した。検量線は 1-90

単位Imlのベルオキシダーゼ (Boehringermannheim製)を使用して，上記反応組成

比で Rapidscan analyzer RA 1300 (Union Giken)を用いて測定し，作成した。蛋白

質量は LOWRY法的』こ従って測定した。

結果と考察

Fig.1.にオーキン誘導黄化ヤエナリの下怪輪切片(1.5x6.0mm)の数とエチレン生

成量の関係を示す。培養時間6時開， IAA濃度0.5mMの条件下で直線関係が得られ

たので以下の実験は， 20切片を用いて，ニ系列で行なった。褐，紅藻の40%飽和硫安沈

殿で得られた蛋自分画を 0.1mg/ml に稀釈して，オーキシン誘導黄化ヤエナPのエチ

レン生合成に対する阻害活性を示したものが Table1.である.紅藻ヒラキントキ，タ

ンパノリに顕著なヤエナリのエチレン生合成の阻害活性が認められた。アッパノリやイ
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Fig. 2. Gel filtr叫ionof crude protein from Sarcodia 
ceylanica (A) and ~μ白'1l1ossum 抑制佃m (8) on 
Sephdex G-llω. 

Yマツにも高い限害活性を示す蛋自分商が得られ，褐藻アラメ，コモングサにも阻害活

/ 性は認められるが，紅穏と比較すると低い傾向が見られた。 Fig.2.にはアッパノリ

(A)とコモングサ(B)の40%飽和硫安分函のSephadexG-100によるゲノレ漉過バターン

を示す。アッパノリ，コモングサとも Inhibitor1， 11，国の存在が認められ，ヒラキ

Table 1. Effects of a crude extract of marine algae on ethylene biosynthesis 

in etiolated mungbean hypocotyl segments 

Algae CZH4 produced 
n1/20 segments/6 hr % inhibition 

Brown algae 

Eisenia bicyclis (Arame) 

Spatoglossum pacisωm (Kompngusa) 

Red algae 

Sarcodia ceylanica (Atsubanori) 

Prionitisμtens (Hirakintoki) 

Coeloseira pacifica (Isomatsu) 

Pachymeniopsis elliptica (Tahbanori) 

Control 

Protein concentration is 0.1 mg/ml. 

242.4 

188.2 

47.2 

59.0 

94.2 

Zl.6 

90.1 

30.8 

459.1 

79.5 

94.0 

80.4 

93.3 
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Table 2. Effects of the inhibitor from red algae on etylene biosynthesis 

in apple disks 

Algae CzH， produced 
nl/12 disks/19 hr 

23.0 

13.0 

65.。

% inhibition 

Sarcodia ceylanica 

Prionitis patens 

Control 

65.0 

80.0 

Protein condentration is 0.1 mg/ml. 

Table 3. E鉦ectsof the purified inhibitor 1 from brown and red algae 

on ethylene biosynthesis in apple disks 

Algae 
C2H4 produced 
nl/12 disks/19hr % inhibition 
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33.2 

30.7 

53.2 

56.7 

24.9 

18.1 

70.9 

64.9 

74.5 

Protein concentration is 0.025 mg/ml. 

ントキ2)のパターンと同じ3種類の Inhibitorが存在している。各 Inhibitorともペル

オキシダーゼ活性が認められなかったことから藻類から得られたエチレン生合成阻害蛋

白質はIAAを分解するのではなく，エチレン生合成系を阻害しているものと推察され

る。 Table2.には，リンゴ(国光)のディスク (7x3mm)12個を 30mlのガラス容器

で19時間培養し。アッパノリ， ヒラキントキから得られた Inhibitor1の影響を検討

し， 0.lmg蛋白濃度 Imlでアッパノリで65%，ヒラキントキで剖%の阻害が認められ

た。 Table3.には，アラメ，コモングサ，アッパノリ，ヒラキントキの Inhibitor1の

DEAEーセルロースの 0.25MNaClで務出した分画を， Sephadex G-15で脱塩し，

蛋白濃度0.025mg/mlに稀釈した標品の阻害活性を示す。リンゴのエチレン生合成限害

活性についても紅藻が褐漢の阻害活性よりも強い傾向が見られた。ヤエナリから得られ

た阻害蛋白質は，リンゴのエチレン生合成阻害活性が非常に弱いと報告されているので

紅藻，褐藻からとりだした Inhibitor1はヤエナリの Inhibitorと性質が異なるようで
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ある。紅藻の Inhibitor1は950C20分間加熱に， 95%以上の残存活性を示し，黄化ヤ

エナリの IAA生長試験で生長を抑制しなかったことからも IAAを分解しないものと

推定される。 Inhibitor1はペプシンで消化され，トリプシン消化は受けにくいことか

らも，ヤエナリの蛋白性限害物質と性質が異なるものと推察される。アッパノリから得

られた Inhibitor1， II， mの分子量は，ポリアクリJレアミドグJレ電気泳動と Sephadex
G-200のグル滅過からそれぞれ約120，000，78，000， 35，000と推定された。(未発表)

紅，褐藻のエチレン生合成系の有無及びエチレンの生理的意義については不明である

が，紅藻，褐藻にはマメ料のヤエナリでみられたと同様のエチレン生合成阻害蛋白質が

存在すること，褐藻と比べまた紅藻には褐藻よりも強い阻害活性が認められたことか

ら，紅藻を実験対照に選ぴ，エチレン生合成系が存在するか否か現在検討中である。

Inhibitor 1， II， mの諸性質についても現在検討中である。
稿を終えるにあたり，御指導と御校閲を賜った日本大学農獣医学部西沢一俊教授，研

究上の便宜をいただいた東京教育大学理学部横浜康継助教授，帝人株式会社取締役野口

照久博士，生物医学研究所長角田哲博士に深謝する。

Summary 

In this study， we have extracted proteinaceous substances， which inhibited 

ethylene biosynthesis by apple disks and auxin-induced ethylene biosynthesis by 

mungbean hypocotyl segments， from brown and red algae and partially purified 

them to homogeneous state. Some preliminary studies on the properties of these 

substances named inhibitors 1， 11 and 111 were performed. 

Materials used in this study were collected through several times and stored 

atー加。 untila enough material was obtained. These fronds were collected in 

February 1974， February， March， May and June 1975， at coastal area of Shimoda， 

Shizuoka Prefecture. 

The inhibitory activity of these substances for the auxin-induced ethylene 

biosynthesis in mungbean was found in all their samples of O.lmg proteinfml. 

The inhibitory effect of inhibitor 1 from red algae on ethylene biosynthesis in 

apple disks were very strong; the sampJe of 0.1 mg proteinfmJ inhibited by 65， 

to 85%. 

The physiological significances of the inhibitor 1， II and 111 from these 

marine algae are still obscure， but it was suggested from the above results that 

there may be ethylene biosynthetic pathway in red and brown algae. Further 

characterization of the inhibitor is now in progress. 
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ノート

千原光雄・中村武:紅藻オオイシソウモドキ属の日本における生育*Mitsuo 

CHIHARA & Takeshi NAKAMURA: Occurrence of Compsopogonopsis 

(Rhodophyta) in Japan* 

オオイシYウ類は淡水産の紅蕊類で，主に熱帯および亜熱帯地域に分布し，現在まで

11種が記載されている。邦産種としてはオオイシソウ Compsopogonoishii OKAMURA 

ただ1種が知られるのみである。この藻は，明治33年(1900)に大石芳三氏が，東京の

多摩川口で，流れてきた藻体を得，さらにその上流の南多摩郡矢の口村の清水川に群生

することを確認したものを岡村金太郎博士ωが研究して上記の種名を与えたものであ

る。記載に際し，岡村博士は，この諌が北米に多産する Compsopogoncoeruleus 

(BALBIS) MONTAGNEに体の大きさ，太さおよび色調の点で極めてよく似ることを認め

たが，内部構造とくに皮層の形状等に差異があるとして別種とした。岡村博士の記載

後，邦産のこの類については，分布の状況や胞子発芽についての報告などはあるが，分

類学的立場から行われた報文はない。

筆者等の一人千原はかねてからオオイシソウの生活史と分類に興味をもち， 19回年代

前半に東京付近，とくに井の頭川や野川などに生育する材料について定期観察や培養実

験などを進めたが，勤務の都合から調査を一時中断した。その後1960年代後半に再び調

査を進める機会を持ったが，既に上記の河川は生活排水等による汚濁が甚だしく，この

藻の生育を見ることができなくなった。たまたま1969年に国立科学博物館主催の淡水藻

講習会を群馬県で実施した際に，オオイシYウ類が北関東の河川に広く分布することを

知!)，爾来，群馬県淡水藻の会の会員諸氏，とくに太田市立束中学校の長谷井稔氏，県

立伊勢崎東高等学校の橋本達夫氏等の協力を得て，北関東一帯におけるこれらの藻類の

分布，環境条件と生育状態，胞子形成と発生の様子などを調ぺ，かなりの知見を得るに

至った。すなわち，関東地方には，オオイシソウ属として少くとも異なる2種が生育す

ること，日本のオオイシツウは Compsopogoncoeruleusと同一物であろうとする

SKUJA6)， K且ISHNAMURTHY心および CHAPMAN& CAMERONl)などの見解が正しいとは

思えないなどの事実を知ることができた。これらの詳細についてはいずれ稿を改めて述

べたい。ここでは，南米の熱帯域のみから生育が報告されているオオイシソウモドキ属

(新称)Compsopogonopsisの日本における発見の経緯についてとりあえず報告する。

1974年秋に埼玉県行岡市にある埼玉古墳内の小)11で採集した緑藻アオミソウの 1種

Pithophora sp.の体上にオオイシソウに類似する藻が多数着生していた。そこで藻体を

実験室に持ち帰!)，オオイシックの場合と同じような単胞子形成条件下で培養を行った

ところ，藻体は約12週間後に多数の単胞子を形成，放出した。それらの単胞子からの発

場文部省科学研究費(一般 B9.倍。77および奨励 B92503)による研究の一郎
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千原 ・中村 紅藻オオイシソウモドキ

図 1. Aーオオイ γソウそ Fキ(群馬県境町nii.1969. 8. 20採)
B-E オヰイシソウモドキのt起用形成の初期過程を示す.B， C.茨而観;D.縦断面;E検祈而ー
(A. x1/6; B. x250; C. x265; D， E. x220) 

151 

芽{本は 2 ~ 3 か月で成熟体に達したが，その発育の過程で，オオイシソウ属と異る様式

の皮居形成を示すことが明らかとなった。すなわち，図 1， B，C，Dからかわるように，

まず体を構成する中l!q!i細胞は下方に向って仮根形突起を生ずる。これらの突起部は体表

に治って伸長するとともに，体の長qq!il乙直角，やや斜め，あるいは平行の方向の分裂を

繰リ返し，中卒l!i細胞の表面を被覆するように発達して皮屈を形成するに至る。このよう

にして出来上った皮屈は一見オオイシソウ属のそれと似た構造を示すが，その形成過程

は互に異るといえる。この皮思形成様式は， KRJSHNAMURTHYS)叫が Co川 psopogoJ/

leptoclados MONTAGNEで観察し，その形質をもつが故に設立した COllψsopogonopsis

l誌の特性と一致するものである。 この属にはただ l種C.ieptoclados (MONTAGNE) 

KRJSHNAMURTHYが知られるのみで，その typelocalityは南米の仏領ギアナ (French

Guiana)である。またギアナに近いカ リブ海のグアドノレーフ。島 (Guadeloupe)からも生

育が報告されている九 日本のオオイシソウモドキ属の藻の種名については，原産地で

ある仏領ギアナからの基本種の標本と比較検討中であるが，現在までに得た知見から判

断すると，邦ggの藻は属の基本種であるC.leptocladosとは別種とするのが妥当と考え
られる。正式の記載は稿を改めて行いたい。なお，オオイシソウモドキは上述の埼玉県

行田市付近のほかに，群馬県境町付近にも生育する。 1也の地域にも広く分布するのでは
ないかと思われる。

材料採集に協力いただいた長谷井稔，橋本達夫両氏に感謝申上げる。

本 JONES幻による と， 英国 Manchesterで， 紡綴工場から排出される温度 23-24'Cの水の流れる小川にこの穏
の生育が見られたという。
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Summary 

In the CClurse of our study on Compsopogon oishii OKAMURA and the related 

algae in the central part of the main island of Japan， we often encountered an 

alga whose manner of the formation of ∞rtex was characteristic of the genus 
Compsopogonopsis KRISHNAMURTHY. 
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ノート

田中正明:各古屋市周辺の溜池に出現する植物プランクトン (2)

Chodatella， Lαgerheimiα及び PolyedriopsisMasaaki TANAKA: The 

plankton algae of “Tame-ike" ponds in the suburbs of Nagoya， Japan (2) 
Chodatella， Lagerheimia and Polyedriopsis 

前報に引続き，名古屋市周辺に点在する溜池5箇所において， 1973年4月から1974年

5月までに採集した植物プランクトンから，同定し得たChodatella5種，Lage7'heimia 

4種及びPolyedriopsis1種について，形態，地理分布並びに，それら藻類と汚水段階

の指標性に関しての観察結果を報告するa

ChodatellaとLagerheimiaの識別形質として， BRUNNTHALERll， FOTT2). HOR-

TOBAGYI3)ぺ平野5)は，刺状突起基部が膨大しているか，膨大していないかを採用して

いる。しかし， 2属を区別しない研究者もあり，たとえばPRESCOTT尺 CLARENCEand 

CELESTE71は，Lagerheimiaのみを認め， SMITH8川 ，JI!北10)，水野11)は，Clwdatella 

のみを認めている。筆者は，この2属をそれぞれ独立した属として扱うことが妥当と考

えるものである。 2属の識別形質として用いられる刺状突起について，刺，府j毛，剛毛

などの用語がしばしば使われるが，ここでは刺状突起の語を使用する。

1- Chodatella balatonica SCHERFFEL (Figs. 1-2)細胞は5.2-8.4μmx3.5-4.8μm

の円形或いは楕円形。刺状突起はやや湾曲し， 1. 2→.2μm及び 3.5-7.2μmの長さ
で，互いにねじれて位置する。

今回採集された材料は， HORTOB主GYlf)がインドから報告した標品(大きさ， 4.8-6.3

pmx2-3.6μm)に比ベて大型といえる。

インドベハンガリ_12>，ルーマニア山から知られる。

2. Chodatella ciliata (LAGERHEIM) LEMMERMANN (Fig. 3)細胞は 7.8-11μmx

5.8-8.2μmの楕円形或いは円形。両極には 17.2-19.5pmのやや湾曲した刺状突起

を5本づつもつ。薬縁体は大型で 1個のピレノイドをもっ。

インド0，アメリカベドイツ1l，ハンガリー的から知られる。 P一中腐水性指標種。
3. Chodatella crassiseta HORTOB主GYI(Fig. 4)細胞は 8.8-9.3μmx3.2-5pm

の細長い丸型。両極はわずかに凸状。剃状突起は長さ 14.5-17.8μmで，著しく巾が

広く，この特徴によって容易に他種と区別できる。葉緑体は極めて大きく 1個のピレ

ノイドをもっ。

HORTOBAGYI8)によって， Buzsakから記載された種であるが，今回採集された材料

は，このハンガリー産の標品(大きさ，1O.4-13pmx5-9pm，刺状突起の長さ， 13-

19pm)に比べて，かなり小型である。

インド4〉，ハンガリー旧から知られる。日本新産。
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4. Chodatella quadriseta LEMMERMANN (Fig. 6)細胞はやや細長い丸型で， 6-11.8 

}lmx3. 2-6. 5μm。刺状突起は細く，長さ 9.4-15μmで，真直ぐか或いはやや湾曲。

葉緑体はピレノイドを欠く。

インドベドイツ円ハンガリ_8)から知られる。本邦では，択捉島年蔚沼142，大和郡

山金魚池11)から報告されている。

5. Chodatella quadriseta LEMMERMANN var. biseta HORTOBAGYl (Fig. 5)細胞は

7.2-8.3μmx3.2-4.2μmのやや細長い丸型。刺状突起は長さ 7.8-8.2μm，やや湾

出し一方の対角上にのみ生ずる。 11月に極めて少数が出現した。

インド0，ハンガリ _8)から知られる。日本新産。

6. Lagel'heimia Chodati BERNARD (Fig. 7)細胞は 5.5-9.4μmの丸型。葉緑体

は1個の大きなピレノイドをもっ。荊j状突起は基部が膨大し，長さ 13.5-18μmで，

真直ぐか或いはやや湾曲して，各々放射状に生ずる。

インド43，ジャワ1)から知られる。本邦では，大和郡山金魚池11)から冬季に出現する

ことが報告されているが，今回採集した溜池では，周年その出現が認められた。 P一中
腐水性指標種と考えられる。

7. LagerheimiagenevensisCHoDAT (Fig.12)細胞は3.2-4.8μmx8.2ーlOp.mで，

丹筒型又はやや角ばった楕円形。刺状突起は長さ 7.5-8.8μmで，放射状に生ずる。

ドイツ1)から知られる。今回の調査では，水の華の発生した溜池に， 9月及び10月に

多く出現した。 s-中腐水性指標種と考えられる。
8. Lagerheimia minor FOTT (Figs.8-9)細胞は 7.3-12μmx4.5-8. 5μmの惰

円形。刺状突起は長さ 16.5-17.5μmでやや湾曲し，隣接突起と直角に6本生ずる。

ハンガリ一回から知られる。本邦では大和郡山金魚池11)から報告されている。

9. Lagel'heimia wratislawiensis SCHROEDER (Figs. 10ー11)細胞は 8.2-9μmx

11-12.3μmの楕円形を成す。刺状突起は長さ 25.8-31.5μmで，十文字型に生ずる。

葉緑体はピレノイドを欠くことがある。

ハンガリーヘドイツヘアメリカ7)から知られる。本邦では大和郡山金魚池11)に冬

季多産することが報告されている。 F一中腐水性指標種と考えられる。
10. Polyedriopsis spinulosum SCHMIDLE (Figs. 12-13)細胞はほぼ四角形で，大

きさは 9.6-22μmx9..8ー22.2μm，厚さは8.9-17.8μm。各辺はわずかに内側に湾曲

するが，側面は中央部が厚く膨れる。葉緑体は1個のピレノイドをもっ。細胞の突起部

には，長さ 15→1.2μmの細い刺状突起を3-6本もつ。

ドイツ12，アメリカ回η目的，ポーランド1日から知られる。本邦では島根県各地1回で

7， 8月に，大事晴山金魚油11)に冬季出現し，珍種とされているが113，今回溜池からは

4月及び6月に比較的多く採集され，これ以外にも多摩川の登戸，浜松の養鰻池でも得

ており，分布はかなP広いと考えられる。
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Figs. 1-2. Chodatella bala曲nica 3. Chodatella cilia臼 4.Chodatella cr.出 sise臼 5.Chodatella 
quadrise担 var.bise師 6.Chodatella qωd吋se臼 7.Lagerheimia Choぬti8-9. Lagerheimia 
minor 10-11. Lagerheimia官庁'atislawiensis12. Lagerheimia genevensis 13-14. Polyedriopsis 

spinulosum 
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Summary 

The present paper deals with 5 species of Chodatella，4 species of Lagerheimi・a

and '1 species of Polyedriopsis which have all been found in五ve“Tame-ike"

ponds in the suburbs of Nagoya during the period from April， 1973， to May， 

1974. Occurrences of Chodatella crassiseta HORTOBAGYI and Chodatella quadriseta 

LEMMERMANN var. biseta HORTOBAGYI are recorded for the first time in Japan. 

引用文献

1) BRUNNTHALER， J. (1915) Protoco∞ales. In Die SuBwasser-Flora Deutschlands， 。sterreich直 undder Schweiz. (r官，d.A. Pascher) Jena. 5: 52ト却5.
2) FOTT， B. (1948) A Monograph of the Genera Lagぽheimiaand Chodatella. 

Ve基tnikKralovske ceske spolecnosti Nauk， Tiida matematicko-piirodo対 decka

3: 1-32. 

3) HORTOBAGYI， T. (1962) Algen aus den Fischteichen von Buzsak. IV. Nova 
Hedwigia. 4: 21-53， Tab. 10-33. 

4) (1969) .. Phytoplankton organism晶 fromthree reservoirs on 

the Jamuna River， India. Studia Biologica Hungarica. 8: 1-80， Pl. 1-36. 

5)平野実 (1973)緑藻植物.上野益三編.日本淡水生物学:57ーω.
6) PRESCOTT， G. W. (1951) Algae of the Western Great Lakes Area. Cranbrook 

Institute of Science， Michigan.: 1-946， Pl. 1-136. 

7) CLARENCE E. T. and CELESTE W. T. (1971) The Algae of Western Lake Erie. 

Bull. Ohio Biological Survey. New seriω. 4: 1-187. 

8) SMITH， G. M. (1920) Phytoplankton of the inland lakes of Wisconsin. Bull. 

Wisconsin Geoloιand Nat. Hist. Surv. 57:ト243，Pl. 1-51. 

9) (1950) The Fresh-Water Algae of The United Stat疋s.2nd ed. 

McGraw・HillBook Co.，: 1-719， Figs. 1-55ゆ.

10)川北四郎 (1957)水道生物分類解説 IX.緑寵類(3 )水道協会雑誌， 279: 24-31. 

11)水野寿彦 (19臼)日本淡水プランクトン図鑑.保育社，大阪:ト351，Pl. 1-99. 
12) HORTOBAGYI， T. (1959) Die PfIanzenwelt des Szelider Sees. Die im Szelider 

See Lebenden Algen (exc. Bacillariophyceen). In: Das Leben des Szelider 

Sees. (red. E. DONASZY): 290-300， Taf. I-XXXVIII. 

13) PETERFI， L. S. (1964) Latest data on the Chlorophyceae of the Hendorf-Netus 

Fish-Lake from Transylvania (Rumania). Nova Hedwigia. 8: 311-318， Tab. 

48-52. 

- 30ー



千原:銚子打揚海藻 157 

14)高安三次・近藤賢蔵・大東信一・互理信一 (1954)択捉島湖沼調査報告.際化場試

験報告.9: 1-85. 

15) UHERI王OVICH，G. (1970) Seston Wisly od Krakowa po Tczew. Acta Hydrobiol.， 

12: 161-190. 

16)秋山優 (1963)本邦新産淡水 Planktonの数種について.藻類， 11:ト16.

(愛知県水質試験所)

藻類分布資料

千原光雄: 銚子で打揚げで得た海藻 Mitsuo CHIHARA: Note on algae 

cast up ashore at Choshi， Chiba Pref. 

1 )ヤパネモク Hormophysatriquetra (C. AGARDH) KUTZING (=Cystoseira prolifera 

J. AGARDH (VII-20， 1974; V-25， 1975) 

2)フタエモク(?)Sargassum duplicatum J. AGARDH (?) (V-25， 1975) 

3)コプクロモク(?)Sargassum crispifolium YAMADA (?) (V-25， 1975) 

4)アオモグザ Boodleacoacta (DICKIE) MURRAY et DE TONI (V-25， 1975) 

5)エゾイシゲ Pelvetiawrightii (HARVEY) YENDO (VII-20， 1974) 

6)ウガノモク Cystoseirahakodatensis (YENDO) FENSHOLT (=Cystophyllum hako・

datense YENDO) (VII-20， 1974) 

千葉大学理学部生物学科学生の植物学臨海実習を毎年銚子で行っているが，本年と昨

年に犬吠崎灯台近くの君ケ浜海岸で上記の海藻を採集した。いずれも打揚げである。こ

れらのうち， 1)--4)は暖海性， 5)， 6)は寒海性の海藻である。過去20年近く同大学の

実習を銚子で行っているが，これら 6種の銚子における生育はいまだ見たことがない。

さらに上記の種のほかに，千葉大学銚子臨海研究分室職員の鶴岡繁氏はトロロコン

ブKjellm4niellagyrata (KJELLMAN) MIYABE (外川:V-24， 1975)を，同前職員高

木仁平氏はスジメ Costa7匂 costata(TURNER) SAUNDERS (長崎浜)をそれぞれ打揚げ

で得ている。これらのうち，とくに，ヤパネモクは日本近海では南西諸島のみに生育し，

トロロコシプは北海道釧路以北にのみ生育の知られるものである。銚子は暖流と寒流が

交錯して，海洋学的条件の複雑なところといわれるが，上記の採集記録はこの考察の正

しいことを裏づけるものといえよう。なお，岡村金太郎博土の日本海藻誌 (1936)には，

寒海性海藻のヒバマタ Fucusevanescens AGARDHが銚子で漂流により得られたとの

記録がある (p.302)。

(筑波大学生物科学系)
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ノート

来月山知事敏・ 故山田幸男先生と日本藻類学会発足の頃 Seibin ARASAKI: 

Starting of the J apanese Soci巴tyof Phycology and the late Professor 

Y ukio Y AlVlADA 

山田幸男先生が亡くなられた。問中;j・金太郎先生のあとを受けつがれて，日本の海藻学

の発展に尽されたご功績は，今夏云々する要はなかろうし，またこの函については他の

適切な方々がおられる答と思えるので，私は日本1菜類学会創立前後の頃の思い出話しを
ここに書いて先生の追悼にしたU、。

別掲の写真は岡村金太郎先生の171f-忌に当るIIg和26年8月21日に，先生の末亡人や遺

族を囲んで、追憶会をやったH寺の記念写真である。集まった方逮には，海藻，植物学関係

で先生のご教導を受けた者逮だけでなくて水産学界の先生逮も加わってお り，岡村先生

のご活躍なされた分野の広さを偲ばせるものがあった。 それはとに角として，その時

分，絶版になって年数も経ていた岡村先生の日本海藻|衷譜 (7巻)を風間書房が再刊す

ることになリ，印刷完了も近づき刊行を符つばかりの時分であったので，風間書房主人

も参席された。日本海藻図諮 (7巻)が風間書房から再刊されるに到るまでの事情には

面白い裏話がある。何でも，岡村先生のご長男一郎氏(故人)と風間25・房主人とが昭和

25年末頃か昭和26年初め頃かのある 日， ある酒席で偶然隣り合せになったことがあった

故問J付金太郎先生17回忌の会合の紀念写f.C(昭平]26年8月21日保彬)。

前91J左より岡村一郎(冊l村先生長男).妹尾秀実，三宅先生，岡村先生未亡人，羽原又吉，国内森三郎，従l久三
I!ll.中列左よ り岡村先生次男.Bit間三夫，恩田経介，閑枝 i!!I.石川光都，雨宮育作，来 :itl太郎，後91J左より一

人おいて風間笹I)jJ主人，多抑i実貴li.小南押f.向坂道治.111m幸男，瀬川宗吉，新附盛敏，須藤俊造の各氏
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由。お互し、の身分を判明させ，話が進んだ時に，一郎氏が“私費出版だった図譜の絶版

になっている"話を持出したら風間書房主人が“そういう学術上重要な物が埋もれてし

まうのは惜しい。版板が残っているなら，収支を度外視して出版しよう!"ということ

になったが，終局的にはこの種の出版物に長い経験をお持ちの三宅駿一先生と向坂道治

先生のもとに話が集約された。両先生が中に立たれて，一郎氏の手許や山田教授の手許

に残されていた版板がかき集められて刊行されるようになり，最終的の話が決った頃

に，前述の岡村先生17年忌の集会の話しが持出された。案内状を出したら予期以上に多

数の方々がご出席され，特に山田先生はこの会合出席だけの目的で北海道から上京され

るというご熱心さであった。

ところで，その話が持ち上がる少し前，多分昭和25年の8，9月の頃だったかと思う

が，鹿児島から田中剛博士が上京されて筆者の研究室を訪ねられたことがあった。その

時，回中博士が“ノリをはじめ海E菜類の利用が欧洲諸国でも注目され出しており，日本

でも研究者もふえ，この分野の学的立場もしっかりしてきた。菌類の方では一つの独立

会合を持つようになっているから，藻類の方でも作ってみたらどうだろうか。若い者が

固まれば何とかなるだろう。山田先生と北大関係の方は私の方から話をつけておくから，

水産関係や東京方面は貴君の方に頼む"との話を持ち出された。当時，英国の方から第

1回国際海藻学会議の案内が来ていた時分でもあり，国内では若い者 (25年も前のこと

だから今では一同老人といわれる年代層に組入れられる年令になっているが)が何とか

現状を脱したいという気になっている時分だったので，話しは割合円滑に進められて行

った。前記の岡村先生17年忌の集りの際にも，山田，瀬川，須藤の諸氏と話し合い，山

田先生も最終的に決心されたようだった。それが今日の日本藻類学会が生れる前段階だ

った訳である。結局は会長の座をはじめ会務全般も引受けざるを得なくなるような責任

ある立場にあった山田先生としては，見切り発車でも良いではないか!とでも云えるよ

うな当時の筆者逮若い者のような身軽の言動をされる訳にも行かなかったのであろう。

慎重に考えられておられ，なかなか諾!を与えて下さらなかった。けれども，一旦学会が

発足すると，会誌発行の経済面の心配までもご自分で当られるなど，学会の基礎づくり

に全力を注がれた。岡村先生が「山田君の所には卒論の学生が4人も集ったそうだ!jと，

とても愉快そうに話されていたのは昭和8年のことであったが，藻類学会員が 600余人

にもなった今日の発展は，山田先生の功績に大いに起因している。

(日本大学農獣医学部水産学教室)
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軍事類分布資料

梶村光男: 隠岐諸島産海藻追加目録(Il) Mitsuo KAJIMURA: Additional 

1ist of marine algae of Oki Islands (II) 

これまでに隠岐諸島水域に於ける海藻植物相として藍藻類4科8属12種，緑藻類10科

13属31種1変種，褐寵類23科43属臼種，紅藻類34科69属117種 1変種が報告されて

いる1-叫筆者は今回同水域からあらたに藍藻類1科2属3種，緑藻類1科2属7種 1

変種，褐藻類3属16種，紅藻類1科9属24種2品種を得たのでここに報告する。

以下に挙げる隠岐産未報告種の種名のうち頭に③を附したものは「本水域が日本海3)

に於ける分布の緯度的南限に当たっているものJ，⑪は「本水域が日本海に於ける本種

の分布の縁度的北限に当たっているものJ及び。は「日本海新産種Jを意味している。
Spatoglossum solieriiのみはその生息が再確認されたものであるが， 日本海に於ける

本種の生息は隠岐個有である。なおここでいう水深は低潮線以下の深さをいう。

CYANOPI王YCEAE藍務綱

⑧ 1. Xenococcus cladop1wrae (TILDEN) SETCHELL et GARDNER (つつか，低潮線

上， ハイテγグサに着生， 8.マ3) 2. Brachytrichia quoyi (AGARDH) BORNET et 
FLAHAULTアイミド)}(加茂，高潮線上，岩石上， 7. '73) 3. Isactis p加za(HARVEY) 

THURETイワノアザ(犬来，低潮線上，岩石上， 9.マ'4)

CHLOROPHYCEAE緑藻綱

4. C加etomorp.加 moniligeraKJELLMANタマジュズモ(福浦，低潮線上，岩石上，

6.マ'4)⑧5.Willeellajaponica YAMADA et SEGAWAヒラγオグザ(豊田沖合，水深
40m，貝殻に着生， 9.マ4) 6. Dictyosphaeria cavernosa (FORSSKλL) BORGESENキッ
ヨウグサ(郡久，水深 1.5m，岩石上， 10. '73) @ 7. Cauler.伊 peltataLAMOUROUX 
V釘.pe加taW. v. BOSSEタカツキヅタ(神尾沖合，水深40m，無節サYゴモに着生，
8. '74) ⑧8. Codium cylindricum HOLMESナガミル(津戸，水深 2m，磯上， 9.マ'4)
9. C. di加 ricatumHOLMESタロミル(棒戸，水深 2m，謙上， 9.マ'3) ⑮ 10. C. sac-
catum OKAMURAフタロミル(笥坊沖合，水深 30m，無節サシゴモに着生， 7. '73) 11. 

c. tenue KOTZINGイトミル(割弱，打上げ， 9. '73) 

PHAEOPHYCEAE褐蔀網

12. Dictyota linearis (C. AGARDH) GREVILLEイトアミク(つつか，水深 1m，ホン

ダワラ属植物に着生， 8.マ3) @ 13. S.タztoglossumcornigerum ]. AGARDH (都万，
水深田cm，岩石上， 5.マ'4) 14. S. μα浄umYENDOコモシグ-tJ-(割弱，水深田cm，
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岩石上， 5.マ'4) 15. S. solierii (CHAUVIN) KOTZING (都万，水深田cm，岩石上， 5. 
'74) 16. Dictyopteris di叩 ricata(OKAMURA) OKAMURA エゾヤハズ(都万，水深

田cm，岩石上， 5.マ'4) 17. D. latiω'cula (OKAMURA) OKAMURAヤハズグサ(飯美沖
合，水深却m，漁網に着生， 5.マ4) ⑮ 18. Stypopodium zonale (LAMOUROUX) 
PAPENFUSSジガミグザ(小池，水深1.5m，岩石上， 8. '73) 19. Cutleria cylindrica 

OKAMURAムチモ(中村，水深1.5m，岩石上， 5.マ4)20. LeatMsi・'adifformis (LINN垂}
ARESCHOUGネパリモ(久見，低潮線上，岩石上， 5.マ4) ③ 21. L. splulerocephala 
YAMADAヒメネパリモ(久見，水深 1m，アカモタに着生， 5.マ'4) 22. Des司narestia
tabacoides OKAMURAタバコグザ(飯美沖合，水深 20m，漁網に着生， 5.マ'4) @ 23. 
Ecklonia cava KJELLMANカジメ(今津，水深4m，岩石海底上， 9. '73) 24. E. kurome 

OKAMURA 11ロメ(神尾，水深 2m，岩石上， 8. '73) @ 25. Eckloniopsis radicosa 

(KJELLMAN) OKAMURAアントタメ(飯美沖合，水深 20m，漁網に着生， 5.マ4) @ 26. 
Undaria undarioides (YENDO) OKAMURA ヒロメ(飯美沖合，水深 20m，漁網に着

生， 5. '74) Z7. Sargassum kjellmanianum YENDO ハハキモタ(都万，水深田cm.

岩石上， 4. '74) 28. S.・yendoiOKAMURA et YAMADAエシドウモタ(都万，打上げ，

10. '73) 

RHODOPHYCEAE紅藻網

。29.Erythrotrichia biseriata T ANAKAヒメリボン(つつか，低潮線上，ハイテy
グサに着生， 8.マ3) 30. E. carnea (DILLWYN) J. AGARDHホシノイト(つつか，低潮
線上，ハイテングサに着生， 8. '73) 31. E. carnea (DILLWYN) J. AGARDH f. tenuis 

TANAKA ホソホシノイト(つつか，低潮線上， ハイテシグサ・に着生， 8.マ3) ⑧ 32. 
iLcrocluletium crωsipes BORGESEN (つつか，低瀬線上，ハイテシグ十に着生， 8.マ3)
33. Helminthocladia yendoana NARITAホソペユモヅタ(割弱，打上げ， 6. '74) 34. 

Gloiopluoea okamurai SETCHELL ニセフサノリ(代，水深 2m，岩石上， 5.マ4) 35. 
Galaxaura fastigiata DECAISNEガラガラ(糠谷，水深 2m，岩石上， 8. '73) @ 36. 

Ptilonia okadai YAMADA ヒロハタマイタダキ(都万沖合，水深 40m，磯上， 9.マ4)
37. Gelidium divaricatum MARTENSヒメテシグサ(加茂，高潮線上，岩石上， 9. '74) 

38. G. japonicum OKAMURA オユタサ(白島，水深 1m，岩石上， 8. '73) 39. G. 

pusillum (STACKHOUSE) LE JOLIS ハイテシグサ(つつか，低潮線上，貝殻に着生， 8. 

マ3) @ 40. G. pusillum (STACKHOUSE) LE JOLlS f. foliaceum OKAMURA (布施沖
合，水深 30m，貝殻に着生， 8. '74) 41. Fosliella zostericola (FOSLIE) .sEGAWAモ
カサ(箕浦，水深 1m，岩石上， 7. '73) 42. Jania rubens (LINNf) LAMOUROUX (那

久，水深1.5m，イソモタに着生， 10. '73) @ 43. Grateloupia carnosa Y AMADA et 

SEGAWA ユタムカデ(今津沖合，水深 35m，ロープに着生， 5.マ4) 44. G. livida 
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(HARVEY) YAMADAヒラムカデ(中村，低潮線上，岩石上， 5. '74) 45. G. mmosissima 

OKAMURAスジムカデ(中村，低潮線上，岩石上， 5. '74) ⑪ 46. Caゆopeltiscris.μω 

OKAMURA トサカマツ(神尾， 水深1.5m，岩石上， 9. '74) 47. Solie1'Ia robusta 

(GREVILLE) KYLIN ミリン(都万，打上げ， 9. '73) ⑪ 48. Meristotheca papulosa 

(MONTAGNE) J. AGARDH トザカノリ(犬来，打上げ， 9. '74) ⑪ 49. Gracilaria ill-

curvata OKAMURA ミゾオゴノリ(つつか，低潮線上，岩石上， 5. '74) 50. G. ver・

rucosa (HUDSON) P APENFUSSオゴノリ(加茂，低潮線上，磯上， 9. '73)⑧ 51. Tylotus 

lichenoides OKAMURAナミイワタケ(神尾，水深2m，岩石上， 8. '73) 52. Acrosorium 

flabellatum Y AMADA ヤレウスパノリ(犬来，打上げ， 6. '74) 53. A. polyneurum 

OKAMURA スジウスパノリ(犬来，打上げ， 6. '74) 54. Bellzaitenia yenoshimensis 

YENDOベンテシモ(津戸，低潮線上，ユナに着生， 5. '74) 

Summary 

ln this paper are reported 50 species， one variety and two forms of marine 

algae collected by myself in the Oki Is1s.， Shimane Prefecture. These are all 

new records for the algal flora of the Is1ands. The following six species， one 

variety and one form are new records for the Japan Sea: Caulerpa peltata var. 

peltata， Spatoglossum cornigerum， Eckloniopsis radicosa， Undaria undarioides， 

Erythrotrichia biseriata， Ptilonia okadai， Gelidium pusillum f. foliaceum， and 

Grateloupia carnosa. lt is concluded that the marine flora of the Oki Isls. is 

quite interesting and this area is not only latitudinally southern boundary of 

the distribution in the Japan Sea for Xenococ，ωs cladophorae and Leathesia 

sphaerocephala， but also northern boundary for the following 10 species Wille-

ella japonica， Codium cylindriωm， Codium saccatum， Stypopodium zOllale， 

Ecklonia cava， Acrochaetium crassipes， Carpopeltis crispata， Meristotheca pa伊 losa，

Gracilaria incurvata， and Tylotus lichenoides. 

引用文献

1 )荻原修・広瀬弘幸・梶村光男 (1970)隠岐諸島産の海藻について。藻類， 18: 154-

163. 

2)広瀬弘寧 (1973)隠岐諸島の海藻相。島根県海中公園学術調査報告書，海中公園セ

ンター，東京 5-25.

3)広瀬弘幸・梶村光男 (1973)隠岐諸島産海藻追加目録。藻類， 21: 33-38. 

(島根大学隠岐臨海実験所)
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学会録事

昭和田年11月1日，日本植物学会大会開催を機に，近畿大学薬学部において本学会総

会並びに関連の集会が開催された。

1. 評韓員会

15 :30-16:印，近畿大学薬学部資料室において開催。出席者評議員:片岡 実，加

崎英男，喜田和四郎，阪井与志雄，谷口森俊，坪 由宏，広瀬弘幸，増国道夫。事務局:

西沢一俊，山岸高I!E，猪川倫好，原慶明，千原光雄。

総会に提出する議案と報告事項の審議。総会に提出予定の議案の大部分は去る4月2

日と 4月28日の評議員会で既に審議が終了しているので，次の2件を審議し，承認を得

た。 (1)特別会員制の廃止の件 (2)故山田幸男博士追悼記念号発刊と実行委員会設置

の件。

2. シンポジウム

17 :∞-18 :10，植物学会C会場。講演者:遠山益氏(お茶の水女子大・理・生)。演
題:光合成器官よりみた諜類の系統。座長: 広瀬弘幸氏〔神戸大・理・生)。

参会者別名以上に達し，盛会であった。

3. 昭和50年度総会

18 : 20-19 : 10，植物学会C会場。議長: 今堀宏三氏(阪大・教養・生)。

1.庶務関係報告事項。 (1) 会長，役員，事務局交替に伴う事務引継ぎについて。 (2)

評議員会(田・ 11・1)，持廻P評議員会 (50・4・20)，評議員会(50・11・1)につい

て。 (3) 会誌 f藻類lの刊行状況と索引刊行事業の経過について。 (4) 本会名誉会長

山田幸男博士の逝去について。

2.審議事項。 (1)会計監事選出の件。会則付則1条}とより，評議員会 (50・4・2)で

選出した岩本康三氏と古谷庫造氏が会計監事として承認された。 (2)年度予算承認決議

手続きの変更の件。年度予算は会計年度制の変更に沿って「次年度予算案を総会に提出

するj方式をとることが承認された。これは慣例によるもので，会則の変更は伴わない。

(3) 昭制9年度(4.1 -12.31)決算報告の件。別表①の報告があり，承認された。

(4) 昭和50年度 (1.1-3.31)の暫定予算による会計中間報告。 (5-1)昭和田年度

( 4.1 -12.31)予算案の件。別表②の提案があり，承認された。この件は， 50年度から

実施された会計年度制の変更に伴う移行措置として， とくに去る4月2日の評議員会で

審議承認を得て事業を進めてきたものである。一 (5-2)昭和50年度 (4.1-9.3)会計中

間報告。 (6)団体会員制と賛助会員制の新設と特別会員制の廃止。団体会員制を設け，

従来普通会員として扱かわれた図書館や企業体などをこれに該当させる。団体会員の会

費は別に定める。賛助会員制を設け，本学会の趣旨に賛同し，本学会の活動に協賛する

個人または団体で，役員会の推薦するものをこれに当てる。これらの会員制の設置が承
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認された。このことに伴い，特別会員制の廃止と別項の会則改正が承認された。 (7-1)

昭和51年度(1.1 -12.31)予算案の件。 (7-2)会費改定の件。 (7-3)パックナンパ

ー代および予約購読料改定の件。これら3件は互いに関連があることから，一括提案の

上，審議された。近時物価高騰のため学会の事業費がかさみ，従前の会費では51年度の

本学会の運営が困難であることの説明が幹事により行われ，慎重審議の結果，会費の改

定が承認された。このことに伴い，会則の改正とjjlJ表③の51年度予算案も承認された。

(8)名誉会員制内規と同会員の推薦の件。「会長経験者で満70才以上の会員を名誉会員

として評議員会で推薦する」ことを新たに内規として加え，今回は時田 郎氏を名誉会

員に推薦することが承認された。 (9)編集委員会制の件。経過説明の後，編集委員会内

規，編集委員の委嘱，編集委員会の発足などについて説明があり，承認された。 (10)r藻
類J25巻 (1977)の増補として故山田幸男博士追悼記念号刊行の件。1)刊行趣旨:北海道

大学名誉教授，日;本藻類学会名誉会長，故山田幸男博士の多年にわたる藻類学会への貢

献を記念するために，広く内外の藻類研究者からの寄稿を求め論文集を発刊する。 2)発

刊期日:昭和52年8月。 3)発行所:日本藻類学会。 4)編集兼発行者:故山田幸男博士

追悼記念号刊行委員会。この件は初め山田幸男博士喜寿記念号発刊として立案されたが，

山田博士の逝去により，追悼記念号発刊に変更をみたもので，審議の結果，承認された。

5) 故山田幸男博士追悼記念号発刊に際しては，聞記念号刊行実行委員会を設置し，こ

の会に具体案の作成と事業の進行を委嘱することが併せて承認された。実行委員会の構

成と事業計画の詳細については学会役員と北海道大学関係者の方々とで協議して決める

ことについても承認が得られた。

4.懇親会

19 : 20-20:30，植物学会C会場。総会に引続き懇親会を開催。参会者は70名を越え，

近来にない盛会であった。乾盃の後，会食，懇親に続き，恒例の会員の自己紹介が行わ

れた。会場が階段教室という難点はあったが，今堀宏三氏(阪大・教養・生)の軽妙な

司会で，参会者一同楽しく和やかな時を過した。

会場の準備と会の運営に尽カ下さった今堀宏三氏および関西在住の会員の方々に心か

らのお礼を申上げる。

付記:総会で承認を得た諸案件に関連のある諸表および会則の改正を次に緩めて記す。

⑥ 50年度総会での審議・承認事項と関連の会則改正 (下線部分は改正または新しく

追加，波線部分は削除)

第6条会員は次の4種とする。

1. 普通会員 (藻類に関心を持ち，本会の趣旨に賛同する個人又は団体で役員
I削I~T--一一
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会の承認するもの)

2. 団体会員 (本会の趣旨に賛同する団体で役員会の承認するもの)

ヨ二ー特'>>Ij会員 (本会の趣旨に…・・・もの)
(削除) 一一一一一一一一一一一一一一一-

3. 名誉会員

4. 賛助会員 (本会の趣旨に賛同し，賛助会員会費を納入する個人，又は団体

で役員会の推薦するもの)

第8条豊通会員は毎年会費型盟PJ(学生は半額)を前納するものとする。但し，名
誉会員(次条に定める名誉会長を含む)忍琵鍛鎗臭は会費を要しない。外国会

員の会費は笹盟Eとする。団体会員の会費はω∞円とする。賛助会員の会費は
1口1∞∞円とする。

等12条上本会は定期刊行物「藻類Jを年4回刊行し，会員に無料で頒布する。

2. r藻類」の編集・刊行のために編集委員会を置く。
3. 編集委員会の構成・運営などについては別に定める内規による。

付鵬4条会員がパックM ーを求問きは線科賊殿験思各号型

円とし，非会員の予約購読料は各号1500円とする。

第6条本会則は昭和旦呈i且ll!.よ P主主施行する。

別表① 4咋度 (4.1-12.31)決算報告書

収 入 支 出
927.651 

i宅建金
811.915 

51.191 18.瓜10
31. 645 

298.471 49.8!叩
31. 717 

12.0∞ 5.α10 
5.5邸 10.αぬ
849.614 

92.3叩
40.αm 
2.71∞ 
1.α10.155 

合 計 2.0田.322 ~ 計 2.0田.322

昭和田年1月25日

日本藻類学会会 長

会計監事

会計墜事

中村義輝

正直富太郎

川嶋昭一
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別表② 昭和50年度 (4.1-12.31)予算

収
会費
圏内290名 522∞o 
外 37名77.700 

ノ{~クナンパー
売上代金
論文印刷頁
超過負担金
預金利子
インデックス代
(小計)
前期繰越金

合許

計

入
599.7面

100.∞0 
18.∞0 
8.000 
450.。∞
(1. 175. 700) 
1.202.318 

2.378.018 

1.442.500 

印.0∞
150.0∞ 

20.000 
8.000 

(1. 670. 500) 
340.018 
2.010.519 

lAiZ4号1.1器:3m
l Z惑星，封

li普it)

山田幸男先生追悼号原稿募集要項

1. 700.000 

75.000 
75.000 
100.000 

10.000 
40.000 
8.α氾
30.000 

(2.038.000) 
340.018 

2.苛正直吉

D面.0面
50.αm 
75.000 
118.000 
50.000 
10.000 
40.000 
30.000 
10.000 

(1. 533.0∞) 
477.518 
2.010.518 

本誌25巻増補として山田幸男先生追悼号を発行(昭和52年8月発行予定)することが，

先般の総会で決まPましたので，下記の要項によって原稿を募集致します。

1.藻類に関する論文・総説など (和文または欧文)。 その他の原稿作製上の注意は

「藻類」への投稿規定に準ずる。ただし，別刷の費用は全額著者負担とする。

2. 投稿申込 51年旦旦31日まで。題名と原稿・図・表の予定枚数を必ず記入して下さ

"、。
3. 原稿送付:51年10月31日締切れ

4. 申込み及び原稿送付先: 〒0回札悌市北区北10条西8丁目

北海道大学理学部植物学教室内 山田幸男先生追悼号刊行実行委員会
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学会に関する通信は， (〒112)東京都文京区大塚3-29ー l 東京教育大学理学

部纏物学教室内 日本藻類学会幹事宛とし，幹事の個人名は一切使用せぬよう注窓

して下さい。

Manuscripts and other correspondences should be addressed to the Japanel!le 

Society of Phycology， cJo Departrnent of Botany， Tokyo Kyoiku University， 

Otsuka， Bunkyo・ku，Tokyo， 112 Japan 
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